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１．うた遊びについての問題提起
　子どもは日常の中で多くのうた遊びに触れる。友
達と一緒に歌を口ずさんでお手合わせをしたり歌を
うたいながら身体を動かして遊んだりと、そういっ
た行為の中で自然と歌と身体の動きが合わさり、音
楽を介したいきいきとした遊びが見られるのであ
る。またうた遊びは、楽器がなくても歌声と身体だ
けでも遊ぶことができ、リズムや旋律を覚えやすい
ものも多い。そのため他者へと遊びが伝わりやすく
保育現場においては身近な保育教材といえる。本研
究の着目するこの「うた遊び」は、手遊び、指あそ
び、遊び歌といった類似の用語もあるが、本稿では
これらについても歌いながら動きを伴う遊びとして
同様に考え、それらについても本研究では「うた遊
び」という用語を用いる。
　笠井・久原（2015）らが実施した保育現場での手
遊び歌の調査によれば、「トントンこぶじいさん」
や「これくらいのおべんとうばこ」、「やきいもグー
チーパー」などが調査した園の半数以上の園で頻繁
に歌われている手遊びとして報告されている。これ
らはうた遊びに関する出版物にも多く掲載されてお
り、保育園や幼稚園で実習を行う学生の中でも認知
度も高く、実際に実習で実践したうた遊びの１つと
もいえるだろう。さらに、うた遊びは保育の中でも
よく使われ、例えば、絵本を読む前や注目するため
の手段として保育活動の導入に取り入れられ、保育
者と子どもたちの間でやりとりされることが多い。
しかし、上述したような代表的なうた遊びであって
も、全ての子どもの興味関心をひくとは言いがたく、
子どもの年齢や発達、個人の関心によってうた遊び
の在り方も違う。また、保育者個人の関心の高いう
た遊びや出版物に掲載されている通りのうた遊びに
留まってしまうなど、うた遊びが制限されてしまっ
ているのではないだろうか。保育者はこういったう
た遊びの課題を理解した上で、うた遊びを安易に導
入時の手段として捉えるのではなく、子どもの発達
や園の教育方針と関連させながら意識していくこと
が必要だと考えられる。
　以上のような問題意識のもと、本研究ではうた遊
びを保育に活かす教材として再認識するために、保
育現場と大学でのうた遊びの実践課題について明ら
かにしていき、両者が連携してうた遊びについて研
究を深めることのできる教材「うた遊び手帳」につ
いて検討を行う。
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２．保育におけるうた遊びの現状と課題
１）うた遊びの実態
　保育現場では手遊び、歌、音楽に合わせて身体を
動かすなど日常的にうた遊びが行われている。乳幼
児の名前を呼ぶ時に「○○ちゃん」と何気なく節を
つけたり、楽器やコンパクトディスク（以下、CD）
等を用いて心地よい音楽を流したりと、子どもの生
活には欠かせないものである。以下の表１は、本学
の学生にボランティア先や実習先などの保育現場で
行われていたうた遊びについて、思いつくものをあ
げてもらったうた遊びをまとめたものである。な
お、ワークシートを研究で用いることについて、対
象者からの同意を得た｡ うた遊びの曲名が分からず
歌詞の内容を書いているものもあるが、わらべうた
や季節のうた、テレビアニメのうたなど約150曲も
のうた遊びがあげられた。中には聖歌や園独自で作
られたうたを日常の中で歌っている園もあり、園の
教育方針を反映させたうた遊びが行われているとい
える。
次に表１であげられたうた遊びの中から、うた遊び
の内容が把握できるうた遊び89個を抽出し、それら
を以下の５つのカテゴリに分別した。
　①「生活習慣のうた」･･･生活習慣に関するうた
遊び
　②「指・手あそび」･･･主に指・手を使ったうた
遊び
　③「身体・顔あそび」･･･主に身体・顔を使った
うた遊び
　④「ふれあいあそび」･･･主に相手とふれあうこ
とを中心とした遊び
　⑤「わらべうた」･･･わらべうたの遊び
　上記のカテゴリに89のうた遊びを分別したところ
「指・手あそび」に関するうた遊びが全体の37％、「身
体・顔あそび」が全体38％であった（図１参照）。「生
活習慣」や「わらべうた」のうた遊びにも手や身体
を使ったうた遊びが含まれていることを考えると、
表１．保育現場で見られたうた遊びのまとめ
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うた遊びはうたを通して身体を動かしながら生活習
慣を意識したり音楽感覚を育くむものだといえる。
次に図２は学生があげたうた遊びの中で多く取り上
げられている上位をグラフにしたものである。「と
んぼのめがね」や「やきいもグーチーパー」、「大き
な栗の木の下で」など季節が感じられるものや、「は
じまるよ　はじまるよ」や「キャベツの中から」と
いった絵本の読み聞かせ前に遊ぶうた遊びも多いと
いうことが分かった。また「ひげじいさん」のうた
遊びの歌詞をアンパンマンバージョンに変えて楽し
むように、１つのうた遊びが歌詞や仕草を変えなが
ら親しまれている。
２）保育現場におけるうた遊びへの考察
　前節では、保育現場で親しまれているうた遊びの
題材について中心に述べてきた。しかし、どの園で
も多く親しまれているうた遊びが目の前にいる子ど
もに適しているわけではなく、子どもの生活環境や
保育とつながりながらうた遊びを幅広く取り入れな
ければならない。うた遊びは、ごく自然と子どもた
ちの中から生まれ遊びへと発展していく場面もあれ
ば、保育者自身がうた遊びのねらいを意識して行う
場面もある。どちらにおいても、題材である楽曲を
再現することが目的ではなく、子どもとのやりとり
や日常生活との関連性を意識してうた遊びを行わな
ければならない。
（1）日常生活の中でのうた遊び
　保育現場では子どもの登園時が保育者と出会うと
ても大切な瞬間である。この一日の活動のスタート
を心地よいものや、楽しさを感じれるための環境と
して音楽を流す場合もあれば、朝集まった時にうた
う歌や手遊びなどに季節を感じられるもの、子ども
の発達やその日の様子を保育者は意識して取り入れ
ていく必要がある。例えば、朝の挨拶に合わせて歌
う歌や手遊びは、年齢によってフレーズの長さや音
域を考慮してうた遊びを選択及び変容しなければな
らない。少人数クラスの場合は、一人ひとりの名前
を歌に入れることで子どもが自分の名前を呼ばれる
喜びや自分が大切にされていることを感じる。さら
に、子ども同士が名前を意識し、低年齢の場合でも
自然と名前を覚えて仲間意識を持つこともできると
いえる。また、朝に声をそろえて歌ったり友達と一
緒に動いて楽しんだりすることは、他者とのコミュ
ニケーションを育む土台となり、保育内容「人間関
係」の項目と深く関連する。近年の子どもの課題に
コミュニケーション不足があげられることが多い
が、うた遊びは保育者や仲間と一緒に楽しむ活動で
あり、遊びを通して人とのつながりを実感できるも
のでもある。子どもの名前をＡちゃんと呼ぶときも
節をつけて呼んでみるなど、子どもとのコミュニ
ケーション手段として用いることもある。集会の場
でも「○組さん」と節をつけながら呼び、「はーい」
と節をつけて答えるようにするとそれだけでも他者
との関係が成立したことになる。またやりとりが上
手くいけば保育者の話を聴く（聴ける）環境が整う。
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図１．うた遊びの種類分別のグラフ
図２．保育現場で見られたうた遊びの上位
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　一方、保育現場での生活は毎日同じ活動を繰り返
し行う場面が多くある。例えば朝や帰りの挨拶、給
食、歯磨き、絵本の読み聞かせ、掃除や片付け、昼
寝などがあげられる。これらの活動に入るきっかけ
として手遊びや歌が使われる場合も多く、一定の音
楽やうた遊びに決めておくことで、活動の始まりや
終わりを子どもたちに自然と伝えることができ、子
ども自身が活動を楽しく自ら考えて行動する力へと
つながってくる。
　うた遊びは保育内容「環境」の項目ともつながり
が強く、保育現場では特に、園外保育や絵本の読み
聞かせの際にうた遊びの活動が生きてくる場面があ
る。例えば園外保育では、歩きながら見つけた生き
物や自然物を題材としたうた遊びやそれらに触れて
感じたことを歌につなげて楽しむこともある。また
聞こえてきた音に気づいてそれらを子ども自らが言
葉にしたり、どんな音がするか歩きながら一緒に探
していく中で自然とうた遊びへと発展したりするこ
ともある。これらは偶発的な要素もあるが、水のせ
せらぎや鳥の声などを保育者が事前に環境を知った
うえで出かけることにより保育のねらいをもって体
験させることができる。自然現象や身近な環境の中
での実体験は子どもの心を揺さぶる体験となるた
め、保育者としてどのような体験をさせたいか考え、
関連するうた遊びについても把握しておくことが大
切である。
（2）題材としてのうた遊びの課題
　保育者が意図して活動の中で取り入れるうた遊び
には明確なねらいが必要であり、それらが子どもの
心身の育ちにより有効な活動となってくる。しかし
ながら、保育現場の現状として若い世代の保育者が
多く、うた遊びの題材にＴＶで話題になっているも
のやアニメなどメディアの影響を受けたものを取り
入れる傾向が目立っている。現代に生きる子どもと
関わる上で流行のものを取り入れることもあるが、
保育者は幅広く豊かな教材の中から子どもの実態や
発達にふさわしいものを選択していかなくてはなら
ない。保育所・幼稚園は小・中学校のように教科書
がなく、保育者自身が選択したものがそのまま子ど
もに伝わる教材となる。そのため、子どもの何を育
てていくのかという視点を明確にし、保育者は教材
の提供者としての責任を自覚しなければならない。
一方、同じ教材でも、取り入れ方や活動する内容に
よって、幅広い年齢の集団や音楽経験の違いがみら
れる集団の子どもでも遊べるものもある。例えば、
『あめふりくまのこ』（作詞：鶴見正夫、作曲：湯山
昭）は、歌を歌うことだけを目的とすれば、４、５
歳児で使用する教材として扱われる場合が多い。し
かし、この曲はストーリー性の高い歌詞の内容であ
るため、紙芝居やペープサート、パネルシアターな
どにしてうた遊びとして行うことで低年齢の子ども
から楽しむことができる。また、歌う時や聴く時に
“くまのこ” の気持ちを考え心情面の育ちにつながっ
たり、雨の音を意識しることで雨の日が楽しいもの
となったりと、うた遊び一つで子どもの心身に働き
かけることとなる。うた遊びは新生児でも心地よさ
を感じることができる。
　保育者は、各年齢で年間指導計画を立てて活動の
位置づけをしていく中で何が目的かといったねらい
をよく考えて題材を選曲していかなければならな
い。『かもつれっしゃ』（作詞：山川啓介、作曲：若
松正司）を５歳児のクラスで行う場合、保育者は曲
の速さを調整して、「走る」「電車になりきって動く」
など子どもが経験する様々な要素を意識しながら軽
快なリズムで遊びを進めていく。子どもは「ガッチャ
ン」の場面で相手を見つけて手を合わせ、出会った
ことを喜びジャンケンし、勝ち負けを決めそれを受
け入れながら、また次のゲームへと進む。相手を探
したり勝敗を瞬時に見極めて結果を受け入れたりす
ることを考えれば、５歳児ならではの活動と考える。
では、５歳児以下の年齢の子どもではどうだろう
か。４歳児の活動は図３に活動の例として示したよ
うに、遊びの内容をパネルシアターで説明し、子ど
もたちに楽しみながら活動を理解してもらえるよう
な配慮が必要である。また、ジャンケンについても、
子ども同士でスムーズに行える５歳児に対して、４
歳児では子ども同士で進めるためには補助が必要な
子もいる。しかし、実際の保育現場では３歳以上児
のクラスでよく取り入れられている場面もあり、子
どもが本当に楽しめるためにはどのような発達状況
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の子どもたちが適しているのかをよく考えて取り入
れなければならない。
　このように、子どもの身体の動きと音楽の速さが
一致できるような楽曲の検討だけではなく、歌詞の
理解や歌の音楽的発達についても考える必要があ
る。例えば、修了式・育了式に合わせて、保育所・
幼稚園での生活を振り返る様々な歌が歌われている
が、歌詞の言葉一つひとつを大事にして子ども達に
伝えたいものである。中にはリズムや音程をとるこ
とが幼児にとっては難しいものもあり、それを無理
に歌わせている保育者も見受けられる。園行事は大
人のためのものではなく全てが子どものためのもの
であることを忘れずに、子ども自身が感情移入でき
るわかりやすい歌詞の歌を選択しなければならな
い。
３）幼児教育に向けた本学のうた遊び実践の取り組
み
（1）授業でのうた遊び実践の取り組み
　本学では、保育学科１年生の前期授業科目「音楽
ⅠA」において、季節のうたやうた遊びに親しみな
がら、学生自身でうた遊びを取り入れた活動を計画
し発表する授業を行っている。授業の目的は、音楽
の基礎的な知識である楽典を学びながら音楽に親し
む姿勢を養い、保育者の音楽表現の土台を築くこと
である。学生たちは14グループ（各グループ４人も
しくは３人）に分かれ、うた遊び実践の発表内容に
ついてグループでの話し合いを何度か行い、子ども
に見立てた学生たちを相手にうた遊びを約15分間の
中で発表をする。2015年度のうた遊びの実践発表で
は表２にみられるように「やきいもグーチーパー」
や「さかながはねて」、「あおむしでたよ」などが発
表され、中には歌う速度に合わせてうた遊びの歌詞
の内容を変化させる工夫もみられた（図４）。
（2）幼児教育に向けたうた遊び実践の課題
　授業で行ったうた遊び実践の発表では、実際の子
どもを対象としたわけではなく子ども役である学生
たちと共にうた遊びを行う。そのうた遊びは書籍や
インターネットなどの情報から得られたものがほと
んどであり、発表内容としてはその内容を真似して
練習する段階である。そのため、低年齢の設定で
あっても自分たちの話す内容に耳を傾け理解しても
らい、うた遊びを１回説明するだけで身振りや遊び
図３．「かもつ列車」を取り入れた4歳児のうた遊びの活動例
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方も覚えてもらうことができる。しかし実際の保育
現場では、子どもたちのその時の気分や発達状況、
あるいは保育者との関係などが大きく影響し、自分
たちがイメージしたようなうた遊びにならない場合
もある。また、うた遊びを独立して行うのではなく、
１日の保育の中でどのように位置づけるのか、また
は月間、年間を通したうた遊びの発展的な内容につ
いて検討していくことが、幼児教育に向けたうた遊
びの在り方と考える。そこには、保育者の経験や嗜
好でばらつきのあるうた遊びの選択ではなく、うた
遊びを通して子どもの音楽的表現を育むことはもち
ろんのこと、心身の発達状況の確認や保育者同士の
連携のツール、さらにはうた遊びを通して保護者と
連携をとりながら子どもの発達や発育について検討
する視点を持ち合わせておくべきではないだろう
か。
４．幼児教育におけるうた遊びの課題
　幼児教育におけるうた遊びの課題としては、ま
ず保育現場でのうた遊びの定型化ではないだろう
か。それぞれのうた遊びの内容に慣れてしまい、子
どもの表現を引き出すようなうた遊びを展開して活
動へとつなげることが難しくなっているため、年齢
によって遊び方を変容させたり、題材を検討する余
地が中々見当たらないといえる。また、うた遊びが
子どもに着目してもらう手段として扱われることも
多く、うた遊びのねらいである “子どもに何を感じ
てもらいたいか、子どもの何が育つのか” を意識し
た上で、うた遊びを取り入れる必要がある。次に、
CD伴奏で行ううた遊びも大きな課題と考える。CD
機器やインターネットの画像を利用する伴奏は、音
楽表現が苦手な保育者であっても手軽にうた遊びを
楽しめる一方で、子どもの動作に合ったうた遊びの
速さではなかったり、CD通りの遊び方になってし
まったりとうた遊びの自由さが失われてしまう。児
島（2009）が指摘するように「どの園でも同じよう
な表現活動が行われる」懸念や、インターネットの
普及によってうた遊びが数多く出回り、人気のうた
遊びや目新しいものを優先する傾向もある。そのた
め、子どもの発達状況や集団（クラス）の方針といっ
た保育の中でのうた遊びの位置付けが不明瞭になっ
てきていると考える。自然の中の音や生の歌声、そ
して保育者自身が演奏する行為が子どもの心をほぐ
し、人としての温もりや心の豊かさを与えてくれる
ことにつながり、人が人を育てるうえで必要なもの
の一つとしてうた遊びを捉えていかなければならな
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表２．保育現場で見られたうた遊びのまとめ
図４．学生のうた遊びシート例
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い。
　一方養成校では、うた遊びのより実践的な表現が
求められるが、うた遊びが子どもとどのように関連
しているのかといった学術的な視点や音楽的発達の
つながりについて曖昧にされていることも多い。特
に、学生たちはうた遊びの習得といった “技術面” 
を取り入れることを重要視してしまい、子どもの年
齢や発達を踏まえた視点が疎かになってしまってい
る。また、現場でも人気のうた遊びやわらべうたな
どは「子どもに良いって聞くから」「みんな知って
いるから」という理由で取り上げられる場合もあ
る。わらべうたについては乳児にとっていいものと
して育児書などに掲載されているが、なぜいいのか
といった部分を理解した上で実践しなければならな
い。
　うた遊びでは、その活動のねらいや対象である子
どもたちを意識した上で、発展的なうた遊びへとつ
ながっていかなければならない。そのためには、う
た遊び一つひとつを音楽的視点や発達的視点などを
踏まえて分析し、保育内容との関連性やうた遊びを
通した活動の観点、また年齢や人数に応じた遊び方
の工夫などが網羅できる教材化を、養成校と保育現
場で連携し、うた遊びについて探求していくことが
必要なのではないだろうか。今後、うた遊びの研究
意義の重要性を学術的見地から示唆できるような教
材化の検討を進めていきたい。
※本研究は、本学の平成26年度学術教育研究特別助
成金より助成を受けている。
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